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広報つべつ　2025年 11月号 広報つべつ　2025年 11月号 23

①
平
成
19
年
４
月
に
自
治
会
連

合
会
役
員
に
就
任
以
来
、
16
年

に
わ
た
り
自
治
会
連
合
会
役
員

と
し
て
地
方
自
治
の
進
行
発
展

に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
功
績

に
よ
り
表
彰
。

②
地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ

り
活
動
出
来
た
こ
と
に
対
す
る

受
賞
で
あ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
微
力
で
は
あ
り
ま

す
が
地
域
の
安
全
・
安
心
の
た

め
協
力
し
て
い
き
ま
す
。

①
平
成
５
年
７
月
に
統
計
調
査
員

に
任
命
以
来
、
17
年
に
わ
た
り
統

計
調
査
員
と
し
て
、
責
任
感
と
積

極
的
な
行
動
を
も
っ
て
、
統
計
思

考
の
普
及
に
努
め
、
町
政
の
発
展

に
貢
献
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
表
彰
。

②
今
回
の
栄
誉
あ
る
受
賞
に
あ
た

り
ま
し
て
、
関
係
機
関
多
く
の
皆

さ
ま
の
ご
指
導
と
、
地
域
の
皆
さ

ま
の
ご
協
力
の
お
か
げ
と
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
と
も
地

域
活
動
に
協
力
を
続
け
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

①
平
成
21
年
４
月
に
美
幌
地
域
３

町
介
護
認
定
審
査
会
委
員
に
任
命

以
来
、
16
年
に
わ
た
り
美
幌
地
域

３
町
介
護
認
定
審
査
会
委
員
と
し

て
津
別
町
、
美
幌
町
、
大
空
町
の

介
護
保
険
事
業
に
大
き
な
貢
献
を

さ
れ
た
功
績
に
よ
り
表
彰
。

②
こ
の
た
び
は
名
誉
あ
る
賞
を
頂

き
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

丸
玉
木
材
株
式
会
社
津
別
病
院
に
勤

務
し
て
20
年
を
迎
え
ま
し
た
。
厳
し

い
状
況
の
中
で
も
、
地
域
医
療
を
支

え
る
た
め
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

①
平
成
17
年
津
別
消
防
団
に
入
団
以

来
20
年
間
の
永
き
に
わ
た
り
女
性
消

防
団
員
と
し
て
の
責
務
を
良
く
理
解

し
、
女
性
な
ら
で
は
の
優
し
い
所
作

で
住
民
と
接
し
、
安
全
確
保
に
貢
献

さ
れ
た
功
績
に
よ
り
表
彰
。

②
身
に
余
る
賞
を
い
た
だ
き
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
家
族
を
は

じ
め
地
域
の
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
て
、

こ
こ
ま
で
続
け
て
く
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
仲
間
と
力
を
合

わ
せ
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

①
平
成
21
年
３
月
津
別
町
議
会
議

員
に
就
任
さ
れ
て
以
来
、
４
期
16

年
に
わ
た
り
町
議
会
議
員
と
し
て

町
政
発
展
に
努
力
さ
れ
、
そ
の
功

績
に
よ
り
表
彰
。

②
こ
の
度
は
名
誉
あ
る
賞
を
頂
き

誠
に
光
栄
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
も
地
域
の
皆
さ
ま
、
多
く
の

方
々
の
ご
指
導
ご
協
力
が
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
と
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。
今
後
は
微
力
な
が
ら
津
別
町

の
発
展
の
た
め
に
携
わ
っ
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

①
平
成
16
年
津
別
消
防
団
に
入
団

以
来
21
年
間
の
永
き
に
わ
た
り
消

防
団
員
と
し
て
の
責
務
を
良
く
理

解
し
、
数
多
く
の
災
害
に
出
動
、

被
害
の
軽
減
に
努
め
、
地
域
住
民

の
安
全
確
保
に
貢
献
さ
れ
た
功
績

に
よ
り
表
彰
。

②
こ
の
た
び
は
名
誉
あ
る
賞
を
頂
き
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
地
域
の

皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
々
の
支

え
が
あ
っ
て
こ
れ
ま
で
続
け
て
こ
ら
れ

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
で
き
る
限
り
活

動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

消防功労者
活汲 柳瀨　泰典さん　　会社員

自治功労者
旭町 荒川　博明さん　　無職

自治功労者
活汲 山田　伸二さん　　農業

①
町
発
展
の
一
助
と
し
て
町
に
対

し
５
０
０
万
円
を
寄
附
さ
れ
、
本

町
の
振
興
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
功

績
に
よ
り
表
彰
。
平
成
７
年
度
、

15
年
度
、
20
年
度
、
22
年
度
～
令

和
６
年
度
に
次
ぐ
19
度
目
の
受

賞
。

②
美
し
い
森
と
良
質
な
木
材
の
育

成
の
た
め
寄
附
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
健
全
な
森
づ
く
り

に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

善　行　者
丸玉木材株式会社達美

社会福祉功労者
札幌 日下　貴文 さん　　医師

消防功労者
豊永 川瀨　保子さん　　農業

東
京
を
拠
点
と
し
た

タ
ウ
ン
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進

▲タウンニュースつべつ＃ 99

▲上川町他２町合同イベント

▲内閣府主催の企業とのマッチングイベント ▲経営者のコミュニティイベント（あさげの会）

▲厚真町主催イベント

４
月
か
ら
開
設
し
て
い
る「
津
別
↕
東
京
ツ
ナ
ガ
ル
拠
点
」

（
品
川
区
Ｅ
Ｚ
Ｏ
Ｈ
Ｕ
Ｂ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
内
）
で
は
、
年
間
の

３
分
の
１
程
度
の
期
間
、
職
員
を
配
置
し
、
首
都
圏
の
企
業

や
個
人
へ
向
け
た
町
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

こ
れ
ま
で
既
に
65
日
間
、
首
都
圏
で
の
活
動
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
そ
の
内
容
を
幾
つ
か
紹
介
し
ま
す
と
、
ま
ず
は
津

別
に
関
連
す
る
企
業
や
、
過
去
に
町
と
事
業
を
し
た
こ
と
の

あ
る
企
業
な
ど
を
中
心
に
会
社
へ
訪
問
し
、
町
の
課
題
な
ど

を
共
有
し
て
、
企
業
と
し
て
の
関・

・

・

・

・

わ
り
し
ろ
が
無
い
か
協
議

を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
企
業
と
自
治
体
を
結
び
付
け
る

マ
ッ
チ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
へ
参
加
し
、
ま
ず
は
つ
な
が
る
こ
と

を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
活
動
の
中
、
つ
な
が
り
方
に
深
度
は

様
々
で
す
が
、
50
社
以
上
と
協
議
が
可
能
な
状
態

を
築
き
、
数
社
と
は
事
業
の
連
携
を

進
め
る
段
階
ま
で
協
議
が
進
ん
で
い

ま
す
。
ま
た
、
津
別
町
と
同
じ
く
東

京
事
務
所
を
構
え
る
自
治
体
と
も
つ

な
が
り
が
で
き
、
ゆ
く
ゆ
く
は
合
同

イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
展
開
も
考
え
て
い

ま
す
。

な
お
、
活
動
の
ご
く
一
部
で
す
が

タ
ウ
ン
ニ
ュ
ー
ス
つ
べ
つ
＃
99
に
て

ご
視
聴
出
来
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

移
住
、
二
地
域
居
住
、
お
試
し
暮
ら

し
な
ど
、
津
別
へ
の
訪
問
や
居
住
に
興

味
の
あ
る
方
や
学
生
な
ど
を
対
象
に
、

津
別
町
の
魅
力
を
お
伝
え
す
る
イ
ベ
ン

ト
を
Ｅ
Ｚ
Ｏ
Ｈ
Ｕ
Ｂ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
に
て

11
月
末
に
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、船
橋
市
の
㈱
フ
ィ
ッ

ト
の
山
﨑
健
太
朗
氏
と
連
携
し
て
実
施

す
る
も
の
で
す
が
、
現
在
、
イ
ベ
ン
ト

企
画
の
詰
め
の
作
業
を
し
て
い
ま
す
。

詳
細
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
の
で
、
首

都
圏
に
知
友
人
が
い
る
方
は
ぜ
ひ
お
声

が
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

東
京
で
の
活
動
が
、
町
民
の
皆
さ
ま

に
も
見
え
る
よ
う
な
ブ
ロ
グ
サ
イ
ト
を

作
成
し
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
に
つ
き
ま

し
て
は
、
12
月
上
旬
の
稼
働
を
目
指
し

て
お
り
、
完
成
し
ま
し
た
ら
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
及
び
広
報
に
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
の
で
、
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

自治功労者
本岐 村田　政義さん　　無職

①は受賞者の功績紹介（一部割愛）、
②は受賞の感想コメントです。

町づくりの功績に感謝を込めて
町の発展や振興に寄与された方を「文化の日」に表彰します

　11 月３日の文化の日に、津別町の発展に
尽くされた方の表彰式が、中央公民館で行わ
れます。
　今年は、善行、自治、産業開発、消防の分
野で功績のあった方々が表彰の栄誉に浴され
ます。受賞者の皆さま、おめでとうございます。

つ
な
が
り
始
め
た
企
業
の
皆
さ
ま

11
月
末
に
独
自

イ
ベ
ン
ト
開
催

活
動
が
見
え
る

ブ
ロ
グ
を
作
成
中



広報つべつ　2025年 11月号 広報つべつ　2025年 11月号 45

ポケふたが津別町にやってくる
北海道「ポケふた」お披露目式

　１０月１５日、北海道（北海道と㈱ポケモンの包括
連携協定）より、ポケモンマンホール蓋「ポケふた」
が旧北海道庁赤レンガ前にて当町に贈呈されました。
　今後は、子どもたちの遊び場である木材工芸館キノ
スの入り口にポケふたを設置する予定です。

現役力士に教わる
矢後関相撲教室および新土俵お披露目記念大会

　１０月５日、温水プール「すいむ」横に新設された相撲場に
て矢後関相撲教室が津別町相撲協会主催で開催されました。
　道内各地から約１００名の子どもたちが参加し、現役力
士から直接指導を受けました。記念大会も行われ、会場は
子どもたちの歓声と熱気に包まれました。

貴重な寝台車を補修
津別町寝台車保存会来町

　１０月５日、「鉄道友の会客車気動車研究会」の皆さんが、
寝台車の復元作業のため来町しました。
　寝台車は、２１世紀の森キャンプ場入り口に設置されてい
るもので、同会では令和５年からキャンプシーズンの前後に
定期的に来町し、ボランティアでの修復活動を続けています。

卒業後は町内を拠点に写真業
地域おこし協力隊 大竹隊員卒業

　１０月６日、大竹駿二さんが、地域おこし協力隊の
任期を終え卒業しました。
　現在は、個人事業主として町内を拠点にウェディン
グフォトなどの写真業や映像制作業を主として活動し
ていく予定です。

交通安全を願って
小・中・高合同交通安全運動

　１０月２１日、国道２４０号（さんさん館付近）で、
小・中・高校生あわせて１６５名が交通安全の旗や横
断幕を掲げ、「安全運転をお願いします」と元気に声
を上げ、通行するドライバーに交通安全を呼びかけま
した。

ニュージーランドから帰町
津別町青少年海外研修派遣事業帰町式

　９月２６日、津別高校生ら５名が１０日間のニュー
ジーランド研修を終え、町長に帰町と現地の学校生活
やホームステイについて報告を行いました。本研修に
ついては、１２月２２日（月）津別高校にて成果報告
会を開催する予定です。

好天の下で健脚を競う
第２３回つべつ紅葉マラソン大会

　１０月５日、快晴の空の下で「第２３回つべ
つ紅葉マラソン大会」が開催されました。幼児
から年配者まで、町内外２８７名のランナー
が、体力、経験に応じて3㎞コース、5㎞コース、
10㎞コースにエントリー。午前１０時３０分、　
スタートの合図とともに走り出したランナーた
ちは、各スタート地点から津別小学校グラウン
ドのゴールを目指しました。
　ゴール後にはカレーを食べながら参加者同士
で健闘をたたえ合い、大会は大いに盛り上がり
ました。
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生
命
保
険
料
控
除
証
明
書

に
つ
い
て

暮らしを支える

税

問い合わせ先　税務収納係　10 番窓口　☎77―8376

みなみ なつき さん / 愛知県 豊橋市出身 /30 歳
上里地区のノンノの森ネイチャーセンターを拠点
に活動中。

さん

4
月
か
ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し

て
活
動
を
始
め
ま
し
た
、
南
夏
樹
で

す
。
上
里
地
区
に
あ
る
ノ
ン
ノ
の
森
ネ

イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
で
、
自
然
体
験
ガ

イ
ド
を
中
心
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
主

な
活
動
と
し
て
、
津
別
峠
展
望
施
設
で

行
わ
れ
て
い
る
雲
海
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
6
月
頃
か
ら

始
ま
っ
た
今
シ
ー
ズ
ン
の
ツ
ア
ー
も
、

ま
も
な
く
終
了
を
迎
え
ま
す
。

津
別
峠
展
望
施
設
の
開
館
期
間
中
に

実
施
さ
れ
る
こ
の
ツ
ア
ー
に
は
、
多
い

月
で
２
，
０
０
０
人
を
超
え
る
お
客
様

が
訪
れ
ま
す
。「
雲
海
」
と
聞
く
と
秋

の
寒
暖
差
で
発
生
す
る
と
い
う
印
象
を

持
た
れ
る
方
も
多
い
か
と
思
い
ま
す

が
、
津
別
峠
で
見
ら
れ
る
雲
海
は
地
形

の
影
響
も
大
き
く
関
係
し
て
い
ま
す
。

私
自
身
、
た
だ
「
き
れ
い
だ
っ
た
」
と

感
じ
て
い
た
だ
く
だ
け
で
な
く
、「
こ

こ
に
来
て
良
か
っ
た
」
と
思
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
な
ガ
イ
ド
を
目
指
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
大
学
時
代
に
鳥
の
勉
強
を
し

て
い
た
鳥
好
き
の
私
は
、
野
鳥
の
魅
力

を
伝
え
る
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。
ラ
ン
プ
の
宿
森
つ
べ
つ
に
ご
宿
泊

の
お
客
様
限
定
で
、
野
鳥
ガ
イ
ド
も

行
っ
て
お
り
ま
す
。
森
の
中
で
聞
こ
え

る
鳥
の
声
や
姿
を
紹
介
す
る
中
で
、
自

然
の
豊
か
さ
を
感
じ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
津
別
町
、
そ
し
て
道
東

の
自
然
の
魅
力
を
多
く
の
方
に
お
伝
え

で
き
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。
ノ
ン

ノ
の
森
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
で
お
待

ち
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

雲海と森の声に包まれて
南　夏樹　

平成１７年８月生まれ／フィリピン出身
特別養護老人ホーム　いちいの園勤務

さん

青 春
くろーずあっぷ

雪に憧れ津別町へ
マバヨ・ダイアン・バルデカニア

生
命
保
険
に
加
入
し
て
い
る
と
、

保
険
会
社
か
ら
毎
年
１
回
、「
生
命
保

険
料
控
除
証
明
書
」
が
送
ら
れ
て
き

ま
す
。

こ
れ
は
、
そ
の
年
の
う
ち
に
保
険

会
社
に
支
払
っ
て
い
る
生
命
保
険
の

掛
け
金
の
総
額
（
見
込
）
が
記
載
さ

れ
て
お
り
、
所
得
税
の
精
算
に
必
要

と
な
る
も
の
で
す
。

会
社
で
給
与
を
も
ら
っ
て
い
る
方

は
、
年
末
調
整
を
す
る
際
に
勤
め
先

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
確
定
申
告

を
さ
れ
る
方
は
、
申
告
に
使
い
ま
す

の
で
保
管
を
お
願
い
し
ま
す
。

生
命
保
険
料
控
除
は
、「
旧
生
命
保

険
料
」「
旧
個
人
年
金
保
険
料
」「
新

生
命
保
険
料
」「
新
個
人
年
金
保
険
料
」

「
介
護
医
療
保
険
料
※
」（
※
町
に
納

め
て
い
た
だ
い
て
い
る
介
護
保
険
料

で
は
あ
り
ま
せ
ん
）
の
５
区
分
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
証
明
書
の
内
容
を
よ

く
ご
確
認
の
上
お
取
り
扱
い
く
だ
さ

い
。

マ
バ
ヨ
・
ダ
イ
ア
ン
・
バ
ル
デ
カ

ニ
ア
さ
ん
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ダ
ヴ
ァ

オ
シ
テ
ィ
出
身
。
小
学
校
か
ら
高
校

ま
で
現
地
で
学
び
、
高
校
卒
業
後
は

日
本
語
学
校
で
１
年
間
学
び
ま
し

た
。「
北
海
道
で
働
き
た
い
。
雪
を

経
験
し
て
み
た
い
」
と
い
う
思
い
を

胸
に
、
７
月
31
日
に
津
別
へ
や
っ
て

来
ま
し
た
。
来
て
す
ぐ
に
感
じ
た
の

は
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
よ
り
暑
い
」
と
い

う
こ
と
。
海
風
の
あ
る
故
郷
よ
り
湿

気
が
強
く
、
驚
い
た
そ
う
で
す
。

現
在
は
介
護
の
現
場
で
、
食
事
や

入
浴
、
移
動
の
介
助
等
に
携
わ
り
、

「
学
校
で
習
っ
た
以
上
に
大
変
で
す

が
、
職
場
の
人
が
優
し
く
教
え
て
く

れ
る
の
で
安
心
で
す
」
と
語
り
ま

す
。同

じ
職
場
で
働
く
同
国
出
身
の
仲

間
た
ち
に
誕
生
日
を
祝
っ
て
も
ら
い
、

心
強
さ
を
感
じ
た
と
い
う
ダ
イ
ア
ン

さ
ん
。
豊
永
の
住
宅
で
先
輩
と
家
事
を

分
担
し
な
が
ら
、
少
し
ず
つ
津
別
で

の
暮
ら
し
に
も
慣
れ
て
き
た
そ
う
で

す
。
休
日
に
は
サ
ツ
ド
ラ
や
グ
リ
ー
ン

マ
ー
ト
へ
買
い
物
に
い
き
、
中
で
も
セ

イ
コ
ー
マ
ー
ト
の
唐
揚
げ
が
お
気
に

入
り
の
一
品
。「
こ
れ
か
ら
迎
え
る
雪

の
季
節
が
楽
し
み
で
す
」
と
笑
顔
で
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

温
故

知
新 　いつも「温故知新」をご愛読いただきありがとうございます。

「温故知新」では長く人生を歩まれている方の人物紹介をしております。
取材が可能な方に、お心当たりがある方はお気軽に下記連絡先までご連絡ください。

電話番号：７６―８３７４（企画係直通）
FAX：７６―２９７６
メールアドレス：town.tsubetsu@gmail.com

掲載候補者募集中！
津別町の和牛最前線！
現在インターネットで公開中！　町のＨPをご覧ください

問い合わせ先　住民企画課　企画係 14-1 番窓口　☎ 77 － 8374

第
103
回

　愛林のまち・津別町で大切に育てられている黒毛和牛。ふるさと納税の返礼品としても人気を集めています。
　町が誇る２大ブランド「流氷牛」と「つべつ和牛」。今回は、流氷牛・石井さん、つべつ和牛・迫田さんの生産者２名を取
材しました。なぜか東京・銀座に生産者が勢ぞろい──？そこには、津別のブランド和牛にかける熱い思いと、挑戦の舞台
がありました。
　キッチンスタジオ企画では、キャスターが最高級黒毛和牛を「すき焼き」で実食。津別町が誇る２大ブランド和牛の“今”
をお届けします。

　この番組は、津別町の今を映像で定期的に発信（月 1 回）す
ることで、町民の町づくりへの参加促進、移住・定住の促進、ふ
るさと納税の拡大を図り、町づくりの記録を残すことで、10 年
後 20 年後の町民への財産とします。完成した映像は、町の Web
サイトや道東テレビ、YouTube 等で公開いたします。また、さ
んさん館、津別病院、道の駅あいおい、北見信用金庫津別支店、
網走信用金庫津別支店に設置された「デジタルサイネージ（映像
看板）」でも視聴することができます。※タウンニュースつべつは、
ふるさと納税の寄附金により制作しています。

《取材希望企業・飲食店・生産者募集!! 詳しくは役場住民企画課まで》毎月末日
ごろ更新
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ラ
ン
プ
の
宿
森
つ
べ
つ

施
設
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
休
館

左
記
の
期
間
、
宿
泊
・
日
帰
り

入
浴
等
、
全
館
が
休
館
と
な
り
ま

す
。

　
　

休
館
期
間

11
月
17
日
（
月
）
～
20
日
（
木
）

※
な
お
、
休
館
期
間
中
は
温
泉
無

料
送
迎
バ
ス
も
運
休
に
な
り
ま

す
。

木
曜
日
の
冬
季
休
館

11
月
20
日
（
木
）
～
令
和
８
年

４
月
23
日
（
木
）
ま
で
、
毎
週
木

曜
日
の
宿
泊
・
日
帰
り
入
浴
等
、

全
館
が
休
館
と
な
り
ま
す
。

※
令
和
７
年
12
月
25
日
（
木
）、

令
和
８
年
１
月
１
日
（
木
）、

は
休
ま
ず
営
業
し
ま
す
。

そ
の
他

冬
季
休
館
の
期
間
は
、
状
況
に

よ
っ
て
変
更
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
ラ
ン
プ
の
宿
森
つ

べ
つ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

ラ
ン
プ
の
宿

森
つ
べ
つ

☎
76
―
３
３
３
３

ノ
ン
ノ
の
森
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

臨
時
休
館

左
記
の
期
間
、
館
内
清
掃
・
冬

季
営
業
準
備
の
た
め
休
館
と
な

り
ま
す
。

休
館
期
間

11
月
17
日
（
月
）
～
20
日
（
木
）

問
い
合
わ
せ
先

ノ
ン
ノ
の
森

ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

☎
77
―
３
３
４
４

令
和
８
年
度
の
認
定
こ
ど
も
園

入
園
認
定
申
請
を
受
け
付
け
ま

す
。
入
園
を
希
望
す
る
方
は
、
次

の
受
付
場
所
よ
り
申
請
用
紙
一
式

を
受
け
取
り
、
期
日
ま
で
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

11
月
４
日
（
火
）
～

12
月
12
日
（
金
）

※
受
付
期
間
を
過
ぎ
た
場
合
は
、

第
１
次
入
園
協
議
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
の
で
、
期
限
厳
守
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
書
配
布
・
受
付
場
所

①
認
定
こ
ど
も
園
こ
ど
も
の
杜

月
～
土
曜
日

午
前
７
時
30
分
～
午
後
６
時

（
土
曜
日
は
午
後
０
時
30
分
ま
で
）

②
役
場
福
祉
係
６
番
窓
口

月
～
金
曜
日

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

（
正
午
～
午
後
１
時
除
く
）

※
申
請
書
な
ど
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

福
祉
係

６
番
窓
口

☎
77
―
８
３
８
１

運
動
期
間

11
月
13
日（
木
）～
22
日（
土
）

運
動
の
重
点

●
子
ど
も
・
高
齢
者
を
始
め
と
す

る
歩
行
者
の
安
全
確
保

●
ス
リ
ッ
プ
事
故
防
止
と
全
席

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用

●
飲
酒
運
転
の
根
絶

季
節
が
冬
に
移
り
変
わ
り
、
朝

晩
の
気
温
が
氷
点
下
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
天
候

や
時
間
帯
、
交
通
量
に
よ
っ
て
路

面
状
況
が
一
変
す
る
た
め
、
走
行

す
る
度
に
路
面
状
況
を
見
極
め
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
冬
タ
イ
ヤ
が

す
り
減
っ
て
い
な
い
か
を
十
分
に

チ
ェ
ッ
ク
し
、
早
め
の
タ
イ
ヤ
交

換
で
こ
れ
か
ら
の
季
節
に
備
え
ま

し
ょ
う
。

冬
道
で
は
対
向
車
線
か
ら
の
は

み
出
し
や
、
前
方
車
の
ス
ピ
ン
な

ど
に
巻
き
込
ま
れ
る
可
能
性
が
高

く
な
る
た
め
、
周
囲
に
も
意
識
を

向
け
、
車
間
距
離
を
保
ち
、
安
全

運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
車
上
に
雪
が
積
も
っ
た

状
態
で
走
行
す
る
と
、
ブ
レ
ー
キ

を
か
け
た
拍
子
に
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ

ス
に
雪
が
落
ち
、
視
界
が
遮
ら
れ

ま
す
。
さ
ら
に
、
車
体
か
ら
落
ち

た
雪
が
後
続
車
の
通
行
の
妨
げ
に

な
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、
走
行
前

に
は
必
ず
雪
を
落
と
し
ま
し
ょ
う
。

雪の季節が
始まります

美幌と津別の防犯協会と美幌警察署からの情報を掲載しています。
内容については、各防犯協会または警察署にお問い合わせください。

地域
安全 交通安全

情報
交通安全交通安全

住民環境係
12番窓口　
☎77―8377

〇青少年の皆さまへ
①ＳＮＳに個人情報や性的な画像・動
　画を載せるのはやめましょう
②ネットで知り合った人に、住所・名前などを教え
　ることはやめましょう
③子どもに対してわいせつ目的で会うことや、裸の
　写真を要求することは犯罪です
④オンラインゲーム上にも、子どもに迫る犯罪者は
　いるので、匿名・不特定の相手とのやりとりには
　注意しましょう
○保護者の皆さまへ
①フィルタリングサービスやペアレンタルコント
　ロール機能を設定しましょう
②行き先を告げずに外出したり、夜遊びや外泊が多
　くなるなどの子どもの動向に注意しましょう
③家族全員でスマートフォンの使用方法について話
　し合い、家庭のルール作りをしましょう　

子どもの
性被害撲滅

冬
の
交
通
安
全
運
動
が

始
ま
り
ま
す

ラ
ン
プ
の
宿
森
つ
べ
つ
︑

ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

冬
季
休
館
等
の
お
知
ら
せ

令
和
８
年
度
認
定
こ
ど
も

園
入
園
認
定
申
請
を
受
け

付
け
ま
す

住
宅
や
店
舗
、
車
庫
、
物
置
な

ど
の
家
屋
を
新
築
す
る
と
固
定
資

産
税
の
課
税
対
象
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
す
で
に
所
有

さ
れ
て
い
る
家
屋
の
増
築
・
改
築

を
し
た
時
も
、
固
定
資
産
税
の
評

価
額
が
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
申
告
書
の
聞
き
取
り
や
家
屋

調
査
を
行
い
ま
す
の
で
、
税
務
収

納
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

税
務
収
納
係

10
番
窓
口

☎
77
―
８
３
７
６

未
登
記
家
屋
（
法
務
局
に
登
記

を
し
て
い
な
い
家
屋
）
の
所
有
者

の
名
義
変
更
、
取
り
壊
し
に
つ
い

て
は
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

名
義
の
変
更
に
つ
い
て
は
新
旧

の
所
有
者
の
印
鑑
、
取
り
壊
し
に

つ
い
て
は
所
有
者
の
印
鑑
が
必
要

で
す
の
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
な

お
、
届
出
の
用
紙
は
、
税
務
収
納

係
の
窓
口
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

取
得
で
き
ま
す
。
提
出
時
に
は
、

売
買
契
約
書
や
遺
産
分
割
協
議

書
、
滅
失
証
明
書
な
ど
事
実
を
確

認
で
き
る
書
類
の
写
し
も
添
付
し

て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
登
記
さ
れ
た
家
屋
で
、

法
務
局
に
お
い
て
所
有
権
移
転
登

記
、
滅
失
登
記
を
さ
れ
た
場
合
に

は
、届
出
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

税
務
収
納
係

10
番
窓
口

☎
77
―
８
３
７
６

償
却
資
産
（
個
人
・
法
人
が
所

有
す
る
事
業
の
用
に
供
す
る
こ
と

が
で
き
る
土
地
・
家
屋
以
外
の
資

産
）
の
申
告
書
を
11
月
中
に
対
象

者
の
方
へ
発
送
し
ま
す
。
償
却
資

産
の
増
減
が
な
い
場
合
も
申
告
が

必
要
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
新
規
開
業
等
で
新
た
に

申
告
さ
れ
る
方
に
つ
い
て
は
、
申

告
書
等
を
お
渡
し
し
ま
す
の
で
税

務
収
納
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

提
出
期
限

令
和
８
年
２
月
２
日
（
月
）

問
い
合
わ
せ
先

税
務
収
納
係

10
番
窓
口

☎
77
―
８
３
７
６

11
月
は
「
固
定
資
産
税
」
第
４

期
、「
国
民
健
康
保
険
税
」「
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
」
第
６
期
の

納
付
月
で
す
。

納
付
期
限
は
12
月
１
日
（
月
）

で
す
。

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、

引
落
口
座
の
残
高
の
ご
確
認
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

税
務
収
納
係

10
番
窓
口

☎
77
―
８
３
７
６

町
民
会
館
の
大
会
議
室
床
改
修

工
事
を
実
施
し
ま
す
。
工
事
期
間

中
は
安
全
確
保
の
た
め
大
会
議
室

を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

工
事
期
間

11
月
17
日
（
月
）
～
12
月
29
日

（
月
）
ま
で
（
予
定
）

対
象
施
設

町
民
会
館

大
会
議
室

※
工
事
の
進
捗
に
よ
り
、
期
間
が

変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
他
の
部
屋
・
施
設
は
ご
利
用
で

き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
係

☎
76
―
２
７
１
３

商工観光係
19 番窓口
☎77－8388

消費生活
相談
Q A＆

QＡ

津別町消費生活
トラブ ル2023

津別町消費生活
トラブ ル2023

霊感商法トラ
ブルについて
の法改正編

相談事例編

そ
の
広
告
は
大
丈
夫
？

契
約
前
に
最
終
確
認
！

美幌町消費
生活センター
☎・ＦＡＸ
７２―０３６６
月～金曜日

（祝祭日を除く）
午前10時～
午後4時

ス
マ
ホ
の
ネ
ッ
ト
広
告
で
「
し
わ
に
効
果
が
あ

る
ク
リ
ー
ム
１
，
９
８
０
円
」
を
見
つ
け
注
文
。

肌
に
合
わ
ず
、返
品
を
考
え
て
い
る
う
ち
に
２
回
目
が
届
き
、

１
３
，
５
８
０
円
の
請
求
書
が
同
封
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で

初
め
て
定
期
購
入
の
商
品
と
分
か
り
、
解
約
の
電
話
を
か
け

た
が
つ
な
が
ら
な
い
の
で
困
っ
て
い
る
。

初
回
の
商
品
が
届
い
た
あ
と
に
２
回
目
以
降
の

商
品
が
定
期
購
入
と
し
て
届
い
て
高
額
請
求
さ
れ

る
ト
ラ
ブ
ル
が
見
ら
れ
ま
す
。

通
信
販
売
は
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
が
適
用
外
の
た
め
、

契
約
時
の
解
約
、
返
品
の
規
約
に
従
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
以
下
の
点
を
確

認
し
ま
し
ょ
う
。「
購
入
す
る
数
量
や
回
数
」、「
販
売
価
格
」、

「
支
払
方
法
」、「
商
品
の
発
送
さ
れ
る
日
」、「
申
し
込
み
撤
回
」、

「
解
除
に
関
す
る
内
容
」、「
申
込
期
間
」
そ
し
て
こ
れ
ら
は
最

終
確
認
画
面
で
表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

契
約
時
に
定
期
購
入
か
ど
う
か
２
回
目
以
降
の
価
格
や
数
量

な
ど
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。ま
た
、最
終
確
認
画
面
を
ス
ク
リ
ー

ン
シ
ョ
ッ
ト
で
保
存
し
ま
し
ょ
う
。

未
登
記
家
屋
の
所
有
権

移
転
・
取
壊
し
の
届
出

に
つ
い
て

税
・
保
険
料
の
納
付
に

関
す
る
お
知
ら
せ

町
民
会
館
大
会
議
室
の

利
用
休
止
に
つ
い
て

償
却
資
産
の
申
告
書
を

発
送
し
ま
す

新
築
・
増
築
等
の
家
屋

の
届
出
に
つ
い
て

▲町 HP

まちづくりに対する疑問、ご意見をお寄せ
ください。
住民企画課企画係14-1番窓口 ☎77 － 8374
　　　　　　　　　　　　　  FAX 76 － 2976

まちづくりに対する疑問、ご意見をお寄せ



広報つべつ　2025年 11月号 広報つべつ　2025年 11月号 1011

次
の
道
道
３
路
線
は
、
来
年
春

ま
で
冬
期
間
全
面
通
行
止
め
に
な

り
ま
す
。

●
訓
子
府
津
別
線

①
訓
子
府
町
界
か
ら
最
上
（
道
道

二
又
北
見
線
交
点
）

②
最
上
道
有
林
１
５
３
林
班
か
ら

沼
沢
２
４
１
番
地

通
行
止
め
期
間

11
月
28
日（
金
）午
前
11
時
～

令
和
８
年
5
月
８
日（
金
）午
前
11
時

●
屈
斜
路
津
別
線

①
弟
子
屈
町
界
か
ら
上
里
６
４
２

番
地
１

通
行
止
め
期
間

10
月
31
日（
金
）午
前
10
時
～

令
和
８
年
5
月
15
日（
金
）午
前
10
時

※
津
別
峠
展
望
施
設
の
閉
館
に
つ
い

て
、
先
月
の
広
報
で
は
「
11
月
1
日

（
土
）
予
定
」
と
掲
載
し
て
い
ま
し

た
が
、
屈
斜
路
津
別
線
の
通
行
止
め

に
合
わ
せ
て
閉
鎖
し
ま
す
。

●
二
又
北
見
線

①
二
又（
町
道
３
６
８
号
線
交
点
）

か
ら
最
上
（
道
道
訓
子
府
津
別

線
交
点
）

②
最
上（
道
道
北
見
津
別
線
交
点
）

か
ら
北
見
市
若
松
（
道
道
北
見

美
幌
線
交
点
）

通
行
止
め
期
間

11
月
28
日（
金
）午
前
11
時
～

令
和
８
年
5
月
８
日（
金
）午
前
11
時

問
い
合
わ
せ
先

網
走
建
設
管
理
部
事
業
課

☎
０
１
５
２
―
41
―
０
７
４
２

町
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
団
体

が
、
活
動
成
果
を
展
示
・
発
表
し

ま
す
。

日
程

▼
絵
画
展（
２
階
ロ
ビ
ー
展
示
室
）

10
月
31
日（
金
）～
11
月
26
日（
水
）

▼
総
合
展
示
（
元
図
書
室
お
よ
び

ロ
ビ
ー
）

11
月
７
日
（
金
）
～
12
日
（
水
）

午
前
９
時
～
午
後
６
時

12
日
は
午
後
３
時
ま
で

▼
舞
台
発
表
（
講
堂
）

11
月
９
日
（
日
）
正
午
～

▼
囲
碁
大
会（
栗
田
囲
碁
道
場
）

11
月
８
日（
土
）午
前
10
時

※
毎
年
和
室
で
行
っ
て
い
た
囲

　
　
碁
大
会
を
、今
年
は
栗
田
囲
碁

　
　
道
場
で
開
催
し
ま
す
。

会
場中

央
公
民
館
、
栗
田
囲
碁
道
場

問
い
合
わ
せ
先

津
別
町
文
化
協
会

【
伊
藤
】

☎
76
―
４
１
２
８

【
菅
原
】

☎
０
９
０
―
９
５
１
５
―
０
９
９
７

　
　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
は
、
厚
生

年
金
に
よ
る
国
民
年
金(

基
礎
年

金)

へ
の
上
乗
せ
が
あ
り
ま
す

が
、
農
業
者
は
国
民
年
金
以
外
の

老
後
の
生
活
費
を
、
自
分
で
準
備

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
農
業
者

年
金
に
加
入
し
て
、
安
心
で
豊
か

な
老
後
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

配
偶
者
・
後
継
者
も
対
象
で
す

年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
す

る
方
で
、
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
（
保

険
料
納
付
免
除
者
を
除
く
）の
方
、

ま
た
は
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
国

民
年
金
任
意
加
入
被
保
険
者
（
保

険
料
納
付
免
除
者
を
除
く
）
の
方

で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
加
入
で

き
ま
す
。

配
偶
者
や
後
継
者
等
も
加
入
で

き
ま
す
。

金
額
は
自
由
に
決
め
ら
れ
ま
す

保
険
料
は
月
額
２
万
円
（
た
だ

し
、
35
歳
未
満
か
つ
政
策
支
援
加

入
の
対
象
と
な
ら
な
い
方
は
月
額

１
万
円
）～
６
万
７
千
円
の
間
で
、

千
円
単
位
で
自
由
に
決
め
ら
れ
、

経
営
状
況
や
家
計
の
状
況
に
応
じ

て
い
つ
で
も
見
直
せ
ま
す
。

税
制
面
の
優
遇
措
置
が
あ
り
ま
す

保
険
料
は
全
額
が
社
会
保
険
控

除
の
対
象
で
、
支
払
わ
れ
る
年
金

に
も
公
的
年
金
等
控
除
が
適
用
さ

れ
ま
す
。
死
亡
一
時
金
や
農
業
者

年
金
基
金
が
保
険
料
を
運
用
し
て

得
ら
れ
る
収
益
（
保
険
料
の
運
用

益
）
は
非
課
税
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

農
業
委
員
会
事
務
局
15
番
窓
口

　
　

☎
77
―
８
３
９
５

町
で
は
、
隔
年
で
「
住
民
満
足

度
調
査
」
を
実
施
し
て
お
り
、
今

年
度
は
実
施
年
と
な
っ
て
い
ま

す
。「
住
民
満
足
度
調
査
」
は
、

現
在
町
で
実
施
し
て
い
る
住
民

サ
ー
ビ
ス
へ
の
満
足
度
や
ご
意

見
、
ご
提
言
を
記
入
い
た
だ
く
ア

ン
ケ
ー
ト
で
、
結
果
を
今
後
の
事

務
事
業
評
価
や
予
算
編
成
な
ど
の

行
財
政
運
営
に
反
映
さ
せ
る
こ
と

を
目
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
に
係
る
調
査
票

は
、
対
象
と
な
っ
た
方
に
今
月
初

旬
に
郵
送
す
る
予
定
で
す
。
お
届

き
の
際
に
は
、
回
答
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

対
象
者

町
民
の
中
か
ら
１
０
０
０
人
を
無

作
為
に
抽
出
し
ま
す
。

回
答
内
容
の
取
り
扱
い

回
答
は
す
べ
て
統
計
的
に
処
理

し
、個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
十
分
に
配
慮
し
ま
す
。

回
答
期
限

11
月
28
日（
金
）ま
で

問
い
合
わ
せ
先

企
画
係

14
―
１
番
窓
口

☎
77
―
８
３
７
４

「
離
乳
食
を
こ
れ
か
ら
始
め
る
」

「
離
乳
食
で
悩
み
や
困
り
ご
と
が

あ
る
」
保
護
者
を
対
象
に
し
た
離

乳
食
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
教
室

内
容
は
離
乳
食
の
進
め
方
と
試
食

な
ど
で
す
。
気
軽
に
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
？

日
時11

月
19
日
（
水
）

午
前
10
時
か
ら
２
時
間
程
度

場
所役

場
１
階
栄
養
指
導
兼
調
理
室

対
象生

後
12
か
月
以
下
の
乳
幼
児
を

も
つ
保
護
者

持
ち
物

筆
記
用
具

申
込
締
切

11
月
12
日
（
水
）

そ
の
他

・
参
加
費
は
無
料
で
す
。

・
託
児
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

健
康
推
進
係

７
番
窓
口

☎
77
―
８
３
８
０

道
道
３
路
線
が
冬
期
通
行

止
め

町
民
文
化
祭
が
開
催
さ
れ

ま
す

農
業
者
年
金
で
生
活
の

安
定
を
考
え
ま
せ
ん
か
？

「
住
民
満
足
度
調
査
」へ
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

公営住宅
入居者募集

11月7日（金）～11月14日（金）
(土日を除く)

建設課住宅係　2階20番窓口

①現に同居し、又は同居しようとする親族等がある方(単身者向け
　住宅除く)

②入居者及び同居者の合算所得が、認定収入額の基準内であり、住宅に困窮している方
　(下記の世帯人数別の年間所得額一覧表を参照)

③入居者及び同居者、又は同居しようとする親族等が、暴力団員による不当な行為の防止
　等に関する法律第２条第６号に規定する暴力団員ではないこと

募集期間

受付場所

今回公募する公営住宅（入居時期 11 月下旬）

入居資格

津別町HP 住宅情報

町営住宅

特定公共賃貸住宅

団地名 住　　所 建設年度/規模 家　　賃 駐車場 共益費 入居区分

たつみ団地 達美212番地10 S60/3DK 17,300円～25,700円 住宅横
駐車可 700円 世帯用

（単身可）
まちなか団地 旭町56番地1 H27/1LDK 17,700円～26,400円 1台

300円 600円 単身用

団地名 住　　所 建設年度/規模 家　　賃 駐車場 共益費 入居区分

緑町第2団地 緑町7番地1 H23/2LDK 40,000円 1台
300円 700円 世帯用

新町団地 新町27番地19 H23/1LDK 30,000円 1台
300円 700円 単身用

たつみ第３団地 達美213番地5 H25/1LDK 30,000円 1台
300円 600円 単身用

提出書類

入居にあたっての留意事項
住宅区分 区　　分 世帯区分

1人 2人 3人 4人 5人
町営住宅

(所得上限)
通常の入居者 1,896 2,276 2,656 3,036 3,416
入居の特例 2,568 2,948 3,328 3,708 4,088

特定公共
賃貸住宅

所得下限(50歳未満) 1,896
所得下限(45歳以下) 1,856 2,236 2,616 2,996
所得下限(46歳以上) 2,276 2,656 3,036 3,416

所得上限 3,108 6,224 6,604 6,984 7,364

入居申込される方が津別町民の場合
①入居申込書（ＨＰからダウンロード可）
②マイナンバー提供書（ＨＰからダウンロード可）

※上記所得金額を超える場合でも控除額等により入居可能な場合があります。
※入居の特例は障がいのある方などが入居される場合に適用されます。

単位：千円( 参考 ) 世帯人数別の年間所得額一覧表

入居申込される方が津別町民ではない場合
①入居申込書（ＨＰからダウンロード可）
②入居予定者全員の住民票
③滞納のないことの証明書
④入居予定者の所得が確認できるもの

①犬・猫等ペットの飼育はできません。
　( 一時預かりの場合も禁止です )
②入居が決定したときは、3ヶ月分の家賃に相当
　する金額を敷金として納付が必要になります。
③独立の生計を営み、入居申込者と同程度以上
　の収入を有する連帯保証人１名が必要です。
④入居後の各種手続きについては、ご自身で対
　応願います。

入居申込・問い合わせ先　建設課 住宅係　20番窓口　☎７７―８３９０

離
乳
食
教
室
に
参
加
し
ま

せ
ん
か
？

▲申込フォーム
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119 番通報の手順

　美幌消防署通信指令室では、地図検索装置を
備えた指令台で対応しています。
　津別消防署の一般加入電話に通報されるよ
り、早く対応することができますので、通報は

「１１９番」にお願いします。

119 番通報

④現在の状況確認

③発生場所と目標物

②美幌町か津別町か

①火事か救急の種別

場所が分かり次第
すぐに出動します！
その後通信員が状況
等詳しくお聞きしま
す。

問い合わせ先　美幌・津別広域事務組合　津別消防署グループ　☎７６－２１８９

問い合わせ先　再エネ推進係　☎７７－８３８７

１１月９日は「１１９番の日」です

《１１９番通報のポイント》
「あわてず・落ち着いて・正確に」通報してください。

　１１９番通報を受理し、火事か救急か・発生
場所がわかればすぐに消防車（救急車）が出動
します。出動後に必要な情報をお聞きしますの
で、「いいから早く来て！」と言ったり、途中
で電話を切ったりせず、通信指令員の質問に最
後まで落ち着いてお答えください。ご理解、ご
協力をお願いします。

自治会名ではなく、住所で伝えていただくよ
う、よろしくお願いします。

　消火栓や防火水槽などの消防水利は、火災
の時に消防車へ水を送るためのとても重要な
施設です。
　消防職員・団員は冬期間、町内各水利を回
り、いつでも使用できるよう周りの除雪や氷
割りをします。
　消防水利の除雪や消火活動の妨げとならぬ
よう、車を駐車したり物を置いたりしないよ
うご協力をお願いします。

消防水利周辺のスペース確保をお願いします

広報つべつ　2025年 11月号

津別消防署からのお知らせ
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
セ
ン
タ
ー
で
5
月
～
11
月
の
期
間
で
月
1
回

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
ウ
ッ
ド
ロ
ス
」
=
「
林
地
未
利
用
材
」（
津
別
生
ま
れ
の
造
語
）

で
、「
マ
ル
シ
ェ
」
=
「
市
場
（
フ
ラ
ン
ス
語
）」
と
い
う
意
味
合

い
で
す
。
林
地
未
利
用
材
も
無
駄
で
は
な
く
使
え
る·

利
用
で
き

る
も
の
と
し
て
み
ん
な
で
大
切
に
し
て
い
こ
う
と
い
う
思
い
か
ら

名
付
け
ら
れ
た
、
津
別
町
独
自
の
取
り
組
み
で
す
。

ウ
ッ
ド
ロ
ス
マ
ル
シ
ェ
に
木
を
持
ち
込
め
ば
、
わ
ず
か
で
は
あ

る
も
の
の
収
入
が
得
ら
れ
、
そ
こ
で
持
ち
込
ま
れ
た
木
は
加
工
を

経
て
、
地
域
内
で
有
効
活
用
さ
れ
ま
す
。

森
林
に
と
っ
て
も
、
今
ま
で
山
に
放
置
さ
れ
て
い
た
未
利
用
材

が
減
少
す
る
こ
と
で
、
森
林
が
き
れ
い
に
保
た
れ
、
野
生
鳥
獣
害

の
被
害
軽
減
等
の
恩
恵
が
生
ま
れ
ま
す
。

ウ
ッ
ド
ロ
ス
マ
ル
シ
ェ
と
は

森林をきれいに保つ
美しい森づくり

木質バイオマスセンター

ウッドロスマルシェに持ち込まれた木材は…

木材工芸館キノスやウッドリームの
暖房燃料である「木質チップ」に加工

木材を加工し、家畜飼料を製造してい
る業者への原料販売

▲伐採後の木の根や枝などの林地未利用材

下の写真のような伐採した後の木の
根元付近等の端材のことを追い上げ
材というよ。また、木の枝のような
細い部分は枝条（しじょう）と呼ば
れ、どちらも建築用材などでは使用
できないので、これらはまとめて林
地未利用材と呼ばれるんだ。

使われない木材も燃料に
加工して使っているよ！
寒さの厳しい 津別の冬も、
地元の木が温めてくれて
いるんだね！

この家畜用飼料を通常の牛の
ごはんに混ぜて与えると食い
つきもよく、 牛自体の健康状
態も良くなったんだって！

他にも木材を有効活用できないか、現在も模索中です！
皆さんからの「こんな使い方もできるんじゃないか」 等 のアイデアも募集しています！！！
ウッドロスマルシェ の詳しい日時や場所などについては今月の広報チラシをご覧ください！

森をきれいに保つと
・野生鳥獣害の被害軽減へ
・地拵えの作業負担も軽減へ
・作業効率と収量の向上へ
・地産地消が根付いていく

買取事業
加工事業
販売・運搬事業

木材を高温で蒸して
餌にしているよ！

林地未利用材

つ
べ
つ
ウ
ッ
ド
ロ
ス

　
　
　
　
マ
ル
シ
ェ
特
集



広報つべつ　2025年 11月号 広報つべつ　2025年 11月号 1415

令和６年度及び累計の実績は以下のとおりです ※造林事業は雪害等における被害木の整理を含みます。

事　業　種
令和 6 年度 累　計（平成 20 年度～令和 6 年度）

面　積（ha） 助成金額（千円） 面　積（ha） 助成金額（千円）
造林事業 44.23　　 2,210　 1,494.65　　 88,170　　

保

育

下　刈 119.00　　 2,315　　 4,312.29　　 55,307　　
除　伐 0　　 0 844.86　　 13,945　　

保育間伐 35.00 875 76.83 1,921
間　伐 45.38　　 1,361 302.42　　 7,623　　

野ねずみ駆除 764.81　　 765 13,575.59　　 13,576　　
林地流動化 2.92 29 101.49 1,014

合　計 1,011.34　　 7,555　　 20,708.13　　 181,556　　
基金充当額 5,680　　 81,623　　

「丸玉木材森づくり基金」を活用して森林を整備しています

「愛林のまち緑資源を守る推進事業」助成内容

　「丸玉木材森づくり基金」は、丸玉木材株式会社より受けた寄付を原資として、「愛林のまち　つべつ」
の緑豊かな自然環境を次の世代に引き継ぎ、森林資源の造成と保全や未来立木地対策を図るため、平成
20 年度に設置した基金です。
　この基金を街が単独補助事業として取り組んでいる「愛林のまち緑資源を守る推進事業」の財源の一部
として運用し、造林や保育など森林の手入れを進めています。

①造林事業
　町内の標準造林事業費の９７％（森林病害虫の
被害による再造林の場合は９８％）を上限として
補助する金額とし、実行経費が標準事業費を下
回った場合はその額とする。
※地ごしらえ（伐採跡地の整地）、苗木の植え付け

②下刈　（１回刈）全刈【13,000 円／ ha】
　　　　（２回刈）全刈【24,000 円／ ha】
※苗木の生育を妨げる雑草や潅木を刈り払う作業

③除伐【18,000 円／ ha】
※育成の対象となる樹木の生育を妨げる他の樹木
　の伐採作業
④保育間伐【25,000 円／ ha】
※育成の対象となる樹木の混み具合に応じて、　

一部の樹木を伐採する作業

⑤初回間伐【30,000 円 /ha】
※育成の対象となる樹木の混み具合に応じて、搬
出を伴う樹木の伐採作業

⑥野ねずみ駆除【1,000 円／ ha】
※植栽木の野ねずみによる食害を防ぐための薬剤
　散布

⑦林地流動化対策事業
　造林を目的に山林を購入し、造林を行ったもの
に対し、林地流動化助成金として 10,000 円／ ha
を上限に標準地価相当額を交付する。

問い合わせ先　林政係　18 番窓口　☎ 77―8386

森林環境譲与税について

水道スマートメータ導入に伴う設置工事について

　森林環境税は、地球温暖化や災害防止等の観点から、森林整備に必要な地方財源を確保するため国民一人当た
り 1,000 円を課し、町が個人住民均等割と合わせて徴収しています。
　森林環境税は、いったん国に集められ市区町村と都道府県に「森林環境譲与税」として再配分されます。

　津別町では水道メータの検針を毎月１回、検針員がご家庭等を訪問していましたが、検針の自動化を行うため、
全家庭及び事業所等を対象に水道スマートメータ導入に伴う無線通信端末の設置工事を行っています。
　無線通信端末の設置工事に伴って、既存メータの液晶表示部に以下のような表示がされる場合がありますが、
水道料金に影響はありませんのでご安心ください。

【設置工事期間】 令和 7 年７月～１２月
※設置工事の際、断水等は発生しません。

【液晶表示部の例】

　森林環境譲与税の使い道は、下記４点を目的として使うことが法律で定められており、町は独自の基本方針を
定め、森林環境譲与税を計画的かつ効率的に活用するよう努めています。
①森林整備の推進　　②人材育成・担い手確保
③木材利用の促進　　④普及啓発
　津別町がこれまでに、活用した森林環境譲与税は下記のとおりです。
　基本方針と活用実績の詳細はホームページに掲載しています。リンク先をご参照ください。 単位：千円

〇森林環境譲与税とは

〇森林環境譲与税と使い道

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和 6 年度

森林環境譲与税 12,075 25,660 25,804 30,930 30,930 42,327

森林環境譲与税充当額        0 23,951  8,289 50,666 40,732 33,605

内訳

森林整備の推進        0 19,496  4,046 34,058 27,492 22,491

人材育成・担い手の
確保        0  4,455  4,243 3,578  7,543   7,041

木材利用の促進        0        0       0 13,030  5,577   3,927

普及啓発        0        0       0        0    120      145.2

基金積立 12,075   1,709 17,515        0        0        0

▲リンク先二次元コード

▲「E-1」という表示 ▲水道使用量を表す数字の表示
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問い合わせ先
水道係　21 番窓口　
☎７７―８３８９
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　親など現に子どもを監護している保護者
が、子どもに対して身体的な危害を加えた
り、適切な保護や養育を行わないこと、言
葉による脅かしや拒否的な態度をとったり、
わいせつな行為をすること（させること）
などによって、子どもの心身を傷つけ、健
やかな成長、発達を損なう行為をいいます。

児童虐待とは なぜ体罰や暴言をし
てはいけないのか

困っている親を追い詰
めないでください

「虐待かもしれない」と
思われたときはお電話く
ださい。

　たとえ親などがしつけと思っていても、
体罰や暴言は子どもの成長・発達に悪影響
を与えることが科学的にも明らかになって
います。

　虐待をしてしまう保護者は、子育ての不
安やいろいろな事情があり、家族全体が多
面的な悩みを抱え、援助を必要としている
のかもしれません。
　周囲から保護者への一方的な非難は、か
えって家庭を孤立させ、問題を悪化させる
ことがあります。子どもは社会全体で守っ
ていかなければなりません。
　子どもを助けたいと思う一報が、子ども
の命を救い、家族全体を救うのです。

●身体的虐待「不自然な傷が多い」「叩く　　
　音や泣き声が聞こえる」「家の外に締め
　出している」
●ネグレクト「衣服や体がいつも極端に汚
　れている」「車内に子どもが放置されて
　いる」
●心理的虐待「子どもに対して暴言がある」
　「きょうだい間で差別がある」「夫婦間
　DV がある」
●性的虐待「子どもにわいせつな行為をし
　ている（させている）」など、子どもへ
　の影響が危惧されるようなことがあれ
　ば、連絡してください。

※連絡は匿名で行うことも可能です。連絡
　者や連絡内容に関する秘密は守られます。

問い合わせ先
●津別町こども家庭センター（役場内６番窓口）　☎ 77―8685
●北海道北見児童相談所　☎ 0157―24―3498
●児童相談所全国共通ダイヤル　☎189（通話料はかかりません）

１１月は「秋のこどもまんなか月間」です
　月間中、「オレンジリボン・児童虐待防止キャンペーン」を実施しています。
　家庭や学校、地域等の社会全般にわたり、児童虐待に対する深い関心と理解を得ることができるよう、
児童虐待防止のための広報・啓発活動に集中的に取り組みます。

津別町農作物作付動向調査
～結 果 報 告～

　町では各年の７月１日現在で「農作物作付動向調査」を実施しています。
　令和７年の調査結果がまとまりましたので、概要についてお知らせします。

※雑穀類は二毛作分を含む

農家戸数と農業従事者人口（過去５年間の推移）　

畑作物の作付け動向（過去５年間の推移） 単位：ha

家畜（過去５年間の推移）
単位：頭 単位：頭

年度 戸数（戸） 従事者
人口（人）

男女別内訳
男（人） 女（人）

R３ 142 437 257 180

R４ 139 439 258 181

R5 138 440 264 176

R6 132 429 256 173

R7 129 414 252 162
R6とR7の

増減割合（％） △2.3 △3.5 △1.6 △6.3

年度 麦類 豆類 馬鈴薯 野菜 工芸作物 飼料作物 雑穀類 花き その他 合計
R３ 1,531 580 547 463 765 1,057 58 20 96 5,117

R４ 1,627 584 540 469 740 1,016 61 20 89 5,146

R５ 1,684 628 532 469 638 1,032 131 20 112 5,246

R6 1,644 625 526 461 623 1,051 118 20 64 5,132

R7 1,734 730 490 475 596 1,039 334 0 51 5,449
R6とR7の増
減割合（％） 5.5 16.8 △6.8 3.0 △4.3 △1.1 183.1 △100.0 △20.3 6.2

年度
肉専用種

（黒毛牛等） ホル雄牛 交雑種
（Ｆ１） 合計

肥育 繁殖 素牛 ８ヶ月
未満

８ヶ月
以上

R ３ 1,308 1,080 1,479 1,617 0 158 5,642

R ４ 1,279 1,127 2,089 1,692 0 107 6,294

R ５ 1,088 1,199 1,422 1,708 0 205 5,622

R ６ 1,254 1,203 1,511 1,280 0 504 5,752

R ７ 1,098 1,149 1,155 1,291 0 550 5,243

年度
未経産牛

経産牛 合計12ヶ
月未満

12以上
18ヶ月

未満
18ヶ
月以上

R ３ 414 317 194 711 1,636

R ４ 388 365 168 769 1,690

R ５ 368 302 165 716 1,551

R ６ 378 313 164 756 1,611

R ７ 389 273 167 715 1,544

(1)乳用牛 (2)肉用牛

令和７年農業従事者数
４１４人（１０.６%）

令和７年
非農業従事者数
３，４９９人（８９.４%）

令和７年９月末人口３，９１３人に対する
農業従事者人口の割合

問い合わせ先 住民企画課　企画係14番窓口　☎７７―８３７４

町内の農業従事者人口【グラフ】

※



広報つべつ　2025年 11月号 広報つべつ　2025年 11月号 1819

ごみ広報 津別町・津別町環境衛生推進協議会
問い合わせ先　住民企画課　住民環境係　12番窓口　☎77－8377

リサイクル回収へのご協力ありがとうございました

コミュニティ助成事業で自治会連合会の備品を整備しました

　今年最後となるリサイクル回収を１０月の第３土
曜日に行いました。最終的な回収量は、衣類(靴や
鞄を含む)が約７５０キロ、食用廃油については約
１２０リットルとなりました。皆さまのご協力あり
がとうございました。
　回収された衣類はウエスや、靴・鞄などと一緒に
中古品として再使用されます。食用廃油は石鹸やバ
イオディーゼル燃料として再利用されます。
　来年もスポーツ交流館にて再利用品回収を行う予
定です。右記の点にご留意いただき、皆さまのご協
力をお願いします。

　自治会連合会では宝くじの助成金でコミュニティ
テントを購入しました。
　この事業は、一般財団法人自治総合センターが、
宝くじの社会貢献広報事業として、宝くじの受託事
業収入を財源として実施しているもので、地域のコ
ミュニティ活動の充実・強化を図ることにより、地
域社会の健全な発展と住民福祉の向上に寄与するこ
とを目的とし行われています。今回の助成により購
入したテントは、今後の自治会活動や地域行事など
で活用する予定です。

持ち込みの際の注意点
●衣類や油を入れた袋や容器は持ち帰っ
　ていただきます。
●貴重品などが入っていないかご確認く
　ださい。
●汚れや破れ、臭いのあるものは回収で
　きません。
●もう一度使えるものを基準に回収して
　います。

年金 ミニ 知識
戸籍年金係8番窓口　☎77－8378

11 月 30 日は
「年金の日」です！

　厚生労働省では、「国民お一人お一人『ねん
きんネット』等を活用しながら、高齢期の生
活設計に思いを巡らしていただく日」として、
11 月 30 日（いいみらい）を「年金の日」とし
ています。
　この機会に、ご自身の年金記録や年金見込額
を確認し、将来の生活設計について考えてみま
せんか。
　「ねんきんネット」では、パソコンやスマー
トフォンからいつでもご自身の年金記録を確認
できるほか、次のような機能がご利用できます。
・将来の年金見込額の試算
・電子版「ねんきん定期便」の閲覧

・受給に関する各種通知書の確認
・持ち主不明の年金記録の検索　など
　また、マイナポータルと連携することで、国
民年金保険料の口座振替申出等の電子申請や確
定申告で利用可能な控除申請等の電子データの
取得ができます。
　詳しくは、日本年金機構ホームページをご覧
ください。

【問い合わせ先】
北見年金事務所　☎０１５７－２５－８７０３

（測定した水は、令和7年9月2日に上里・相生の水道水（蛇口）から採取したものです）

問い合わせ先
水道係　21 番窓口　
☎７７―８３８９

安全でおいしい

水質検査結果のお知らせ

津別町水道水の水質検査結果

津別の 道水

　私たちが、毎日飲用として使っている水道
水。この水道水は、水道法によって厳しい水
質基準が定められ、水源地の原水から各家庭
の蛇口に至るまで定期的に水質検査を行い、
水質管理に万全を期しています。
　この水質検査を「どの場所で」「どのよう
な項目について」「どれくらいの頻度で」行
うかなどを表したものが水質検査計画です。
　今回は、この計画に基づき毎月検査してい
る項目の結果について下記のとおりお知らせ
します。

津別の水は 52 項目の厳しい
水質基準をクリアしています 
　検査した水は、津別市街や活汲・恩
根・最上地区に給水している上里を水
源地とする水道水、もう一つは本岐や
相生地区に給水している相生が水源地
の水道水です。　　
　どちらも湧き水で、そのままでも水
質基準の項目をクリアしていますが、
水道法で滅菌が義務付けられているた
め、必要最少量の塩素注入を行い、安
全な水として皆さまの家庭に届けてい
ます。

項目 基準値 上里水源 相生水源 説明

一般細菌 100以下 0 0 水の一般的清浄度を示す指標。平常時は水道水中には極めて少ないが著しく
増加した場合には、病原生物に汚染されている疑いがある。

大腸菌 検出されないこと 不検出 不検出 大腸菌および大腸菌と性状の似た細菌の総称。人、動物の腸管内や土壌に存
在。検出された場合には、病原生物に汚染されている疑いがある。

硝酸態窒素およ
び亜硝酸態窒素 10㎎/ℓ以下 0.14㎎/ℓ 0.25㎎/ℓ 窒素肥料、腐敗した動植物、生活排水、下水などの混入によって河川水などで

検出される。
鉄および

その化合物 0.3㎎/ℓ以下 0.01㎎/ℓ
以下

0.01㎎/ℓ
以下

鉱山排水、工場排水などの混入や鉄管が原因で検出されることがある。高濃
度に含まれると赤水・異臭味や、洗濯物などを着色する原因となる。

塩化物イオン 200㎎/ℓ以下 2.0㎎/ℓ 3.2㎎/ℓ 地質や海水の浸透、下水・家庭排水・工場排水およびし尿などからの混入に
よって河川水などで検出される。

有機物［全有機物
炭素(TOC)の量］ 3㎎/ℓ以下 0.3㎎/ℓ

以下 0.3㎎/ℓ 有機物などによる汚れの度合いを示し、土壌に起因するほか、し尿・下水・工
場排水などの混入によって増加する。水道水中に多いと渋みがする。

PH 値 5.8以上8.6以下 7.4 7.3 0から14の数値で表され、PH値7が中性、7から小さくなるほど酸性が強く、7
より大きくなるほどアルカリ性が強くなる。

味 異常でないこと 異常なし 異常なし 水の味は、地質または海水・工場排水などの混入や藻類等生物の繁殖に伴う
ほか、水道水では、使用される管の内部塗装剤などに起因することもある。

臭気 異常でないこと 異常なし 異常なし 水の臭気は、藻類等生物の繁殖、工場排水、地質などに伴うほか、水道水では、
残留窒素や使用される管の内部塗装剤などに起因することもある。

色度 5度以下 1度以下 1度以下 色の程度を示すもので、基準値の範囲内であれば無色な水といえる。
濁度 2度以下 0.1度以下 0.1度以下 濁りの程度を示すもので、基準値の範囲内であれば透明な水といえる。

残留塩素 0.1㎎/ℓ程度以上 0.2㎎/ℓ 0.3㎎/ℓ 水道法では水道水の衛生を確保するため、塩素消毒を行うことが定められて
いる。残留塩素とは、水道水の中に消毒効果の状態で残っている塩素のこと。

　津別町の水道水は湧水で厳しい水質基準をクリアしており、ミネラル分も豊富な軟水の『ナチュラルミネラ
ルウォーター』です。安全でおいしい水道水を安定的に供給するため、水道料金により運営されています。皆
さまのご理解とご協力をお願いします。

安心して飲める水道水

水質検査結果のお知らせ

道水

　私たちが、毎日飲用として使っている水道
水。この水道水は、水道法によって厳しい水
質基準が定められ、水源地の原水から各家庭

▲ HP はこちら

▲コミュニティテント５張



〈公〉中央公民館〈農〉農業者トレーニングセンター 
〈町〉町民会館  〈さ〉さんさん館〈健〉健診ホール
〈温〉温水プール〈ふ〉ふれあい公園PG場

　2日（日）    ［休日当番病院］  美幌 田中医院　 ☎73－2913
　3日（月）    津別町功労者表彰式〈公〉
　　　　     ［休日当番病院］  美幌 こばやし内科クリニック ☎73－3356
    9日（日）   ［休日当番病院］  津別病院　  ☎76－2121
  15日（土）　つべつウッドロスマルシェ　午前9時～正午
  　　　　　〈津別町木質バイオマスセンター〉
  16日（日）    ［休日当番病院］美幌　玉川医院　 ☎75－2780　　　　 
  19日（水）    離乳食教室　午前 10 時～　栄養指導兼調理室
  23日（日）    ［休日当番病院］  美幌町立国保病院　 ☎73－4111 
  24日（月）    ［休日当番病院］  美幌療育病院　 ☎73－3145
  30日（日）    美幌　みやざわクリニック　 ☎75－0800

たてよこプラス

　
　

10
月
５
日
、
今
年
も
ま
た
九
州

福
岡
か
ら
「
鉄
道
友
の
会
客
車
気

動
車
研
究
会
」
の
中
村
光
司
さ
ん

と
お
仲
間
２
人
が
来
町
さ
れ
た
。

中
村
さ
ん
の
名
刺
に
は
「
津
別
寝

台
車
保
存
会
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
津
別
キ
ャ
ン
プ
場
内
に
あ

る
寝
台
車
を
指
し
て
い
る
。

津
別
町
は
昭
和
59
年
に
開
基

１
０
０
年
を
迎
え
、
記
念
事
業
の

一
環
と
し
て
昭
和
58
年
か
ら
61
年

に
か
け
自
然
運
動
公
園
を
整
備
し

た
。
そ
の
施
設
の

一
角
に
キ
ャ
ン
プ

場
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あ
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、
２
両
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寝
台
車
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示
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て
い
る
。
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の
う
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の

１

両
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ネ

１
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０
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昭
和
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日
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車
輛
製
造
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造
し
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ロ

ハ
３
１
５
８
３
号
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昭
和
41
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寝
台
車
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改
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し
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作
り
上
げ
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国
鉄
製
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の
Ｂ
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台
車
で
あ
る
。

今
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馬
県
安
中
市
の
碓
氷
峠
鉄
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ら
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あ
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製
の
オ
ハ
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１
２
２
８
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２
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さ
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中
村
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９
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。

後
世
へ
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列
車
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の
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的
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そ
し
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翌
月
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度
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写
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動
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そ
の
後
、
翌
年
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９
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。
以
降
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。
保
存
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抜
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、
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磨
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、
窓
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ム
劣
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防
水
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理
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、

床
下
配
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グ
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い
る
。
寝
台
車
は
キ
ャ

ン
プ
場
の
有
料
宿
泊

施
設
と
し
て
運
ば
れ
て
来
た
も
の

だ
が
、
経
緯
に
つ
い
て
は
残
念
な

が
ら
町
史
に
記
載
が
な
い
。

平
成
20
年
に
開
催
さ
れ
た
北
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
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前
に
、
競
技
場
建
設

に
鉄
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不
足
し
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い
る
と
の
情
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か

ら
、
２
両
の
寝
台
車
を
解
体
売
却
す

る
話
も
あ
っ
た
。
合
併
か
ら
自
主
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立
の
道
を
選
ん
だ
町
の
財
源
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保
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目
的
だ
っ
た
。
保
存
作
業
の
様
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含
め
、
近
く
「
津
別
ニ
ュ
ー
ス
」
で

Ｙ
ｏ
ｕ

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
に
公
開
さ
れ
る
。

町長　佐藤多一

【227】
津
別
寝
台
車
保
存
会
来
町

 11月の予定

人口 3,913人（+9）  世帯 2,135戸（＋12）
男性 1,941人（+8）  女性 1,972人（＋1）
高齢化率 45.72％　1,789人

令和７年9月末現在
（　 ）は前月比人の動き
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①QRコード　
　から登録

②t-tsubetsu@sg-p.
jp（メールアドレス）を入力
し、空メールを送り登録

メールの登録方法 ＬＩＮＥの登録方法
QRコード　
から登録

メール配信システム「ささえねっと＠つべつ」へ
の登録をお願いします！

町の防災情報など大切な情報をお届けしています。 ※詳細は、町
ホームページを
ご覧ください。




